
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年年間指導計画（評価規準） 

★ 知は、知識・技能     思は、思考・判断・表現     主は、主体的に学習に取り組む態度 

月 
内

容 
単元名 指導内容 評価規準 評価方法 

４ 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

B 
 
生
物
育
成
の
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エ
ネ
ル
ギ
ｌ
変
換
の
技

１-１ 
生活や社会と
生物育成の技

術 
(p96-99) 

①生活や社会を支える生
物育成の技術 
②身の回りにある生物育

成の技術 

知  知 
・定期テスト 
・製作品 

 
思 
・定期テスト 

・グループワ
ーク 
・発表内容 

・ノート 
 
主 

・授業態度 
・提出物 
・ノート 

・授業中の発
言 
・グループワ

ークや作業へ
の取組 
・振り返りシ

ート 
 
 

 
 
 

 
 
 

思 
・生物育成の技術に込められた工夫を読み取り，生物育成

の技術が最適化されてきたことに気付くことができる。 

主 
・進んで生物育成の技術と関わり，主体的に理解し，技能

を身に付けようとしている。 

１-２ 
さまざまな生

物育成の技術 
(p100-113) 

①作物の栽培技術 
②動物の飼育技術 

③水産生物の栽培技術 
④森林の育成技術 

知 

・作物，動物及び水産生物の成長，生態などについての科
学的な原理・法則を説明できる。 

・生物の育成環境を調節する方法などの基礎的な技術の仕
組みを説明できる。 

思  

主 
・進んで生物育成の技術と関わり，主体的に理解し，技能

を身に付けようとしている。 

１－１ 

生活や社会と
エネルギー変
換の技術  

(p142-145) 

①生活や社会を支えるエ

ネルギー変換の技術 
②身の回りにあるエネル
ギー変換の技術 

知  

思 

・防災用品に込められたエネルギー変換の技術に関する工

夫を読み取り，エネルギー変換の技術の見方・考え方に気
付くことができる。 

主 
・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的に理解し，

技能を身に付けようとしている。 

１－２ 

エネルギー資
源の利用  
(p146-153) 

①エネルギーの利用 

②燃料を利用した技術 
③発電と送電のしくみ 
④エネルギー変換効率と

省エネルギー 

知 

・自然界にあるエネルギー源が変換され利用されること

や，熱機関の仕組みを説明できる。 
・自然界にあるエネルギー源から電気エネルギーへの変換
方法と安定した電力供給の仕組みを説明できる。 

・算出した変換効率に基づき，エネルギー変換，効率及び
損失の意味や省エネルギーの重要性を説明できる。 

思 
・発電システムは，エネルギーの変換効率だけでなく，稼
働率やコスト，環境負荷等にも配慮して設計されているこ
とに気付くことができる。 

主 
・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的に理解し，
技能を身に付けようとしている。 

令和７年度 技術・家庭 〔技術分野〕  ＜第２学年＞ 年間指導計画と評価規準 

技術分野の目標 

技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技術によってよりよい生活や

持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）生活や社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー変換及び情報の技術についての基礎的な理解を図ると

ともに，それらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深める。 

（２）生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通じ

て具体化し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う。 

（３）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を

養う。 

技術・家庭 教科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して，より

よい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（２）生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解

決する力を養う。 

（３）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 
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１－３ 
電気の利用  

(p154-167) 

①電気エネルギーの特徴 
②光や熱に変換するしく

み 
③動力や音・信号に変換す
るしくみ 

④電気回路と回路図 
⑤電気機器の安全な利用 
⑥電気機器の保守点検 

知 

・電源の種類とそれぞれの特徴を，電気の特性等の原理・
法則に基づき説明することができる。 

・電気エネルギーを，光や熱，動力，音，信号に変換する
仕組みを説明することができる。 
・電気回路を回路図を使って表すことができ，電気回路の

特性や電流の流れを制御する仕組みについて説明すること
ができる。 
・電気機器の定格に基づき，安全に利用するための仕組み

を説明することができる。 
・工具等を適切に用いて，電気機器の保守点検を行うこと
ができる。 

 
知 

・定期テスト 
・製作品 
 

思 
・定期テスト 
・グループワ

ーク 
・発表内容 
・ノート 

 
主 
・授業態度 

・提出物 
・ノート 
・授業中の発

言 
・グループワ
ークや作業へ

の取組 
・振り返りシ
ート 

思  

主 
・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的に理解し，

技能を身に付けようとしている。 

１－４ 
運動の利用 

(p168-177) 

①力の伝達 
②動きを変化させるしく

み 
③力や運動を保存するし
くみ 

④部品の固定と共通部品 
⑤機械の保守点検 

知 

・動力を伝えるための仕組みとそれらの特徴を説明するこ
とができる。 

・運動を変化させる技術の仕組みや，力や運動を保存し利
用する技術の仕組みについて説明することができる。 
・機械部品を固定する方法や，共通部品の規格について説

明することができる。 
・機械を適切に保守点検することができる。 

思 
・開発者が，製品等の目的に合わせて，機構の要素や構成
を変更していることに気付くことができる。 

主 
・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的に理解し，

技能を身に付けようとしている。 

２ 

エネルギー変
換の技術によ
る問題解決 

(p178-187) 

①問題解決の流れ 

知 

・回路図を用いて，LED が点灯する仕組みを説明できる。 

・製作に必要な図を書き表すことができる。 
・安全で適切な製作，実装，点検及び調整ができる。 

思 

・懐中電灯に問題点を見いだして，非常時に使用するライ

トに必要な機能に気付くことができる。 
・非常時に光る防災用ライトのスイッチを選択できる。 
・設計に基づく解決作業を計画できる。 

・設計や製作の過程に対する改善を考えることができる。 
・非常時に光る防災用ライトの機能を評価し，改善点を考
えることができる。 

主 

・非常時に使用するライトに必要な機能について考えよう
としている。 

・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよいものと
なるように改善・修正しようとしている。 

２ 

生物育成の技
術による問題
解決 

(p114-133) 

①問題解決の流れ 

②生物育成計画の立て方 
～ 実習例 
 

 
 

知 
・育成計画に沿い，観察や検査の結果を踏まえ，安全・適

切に育成環境の調節や，作物の管理・収穫ができる。 

思 

・生物育成の技術が地域の自然環境に及ぼす影響に関わる

問題を見いだして課題を設定できる。 
・条件を踏まえて課題の解決策を構想し，育成計画表等に
表すことができる。 

・育成計画に基づき，記録したデータと作物の生育状況と
を比べながら，合理的な解決作業を決定できる。 
・自らの問題解決の工夫を，生物育成の技術の見方・考え

方に照らして整理するとともに，課題の解決結果を記録し
たデータに基づいて評価する。 

主 

・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解決策を構

想しようとしている。 
・自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよいものと
なるよう改善・修正しようとしている。 

３ 

これからの生
物育成の技術 
(p134-137) 

①生物育成の技術の学習

を振り返ろう 
②生物育成の技術と私た
ちの未来 

知 
・これまでの学習を踏まえ，生物育成の技術の役割や影響，

最適化について説明できる。 

思 
・よりよい地域社会の構築を目指して，生物育成の技術を
評価し，適切な選択，管理・運用の在り方について提言を

まとめることができる。 

主 
・よりよい地域社会の構築を目指して，生物育成の技術を
進んで工夫し創造しようとしている。 

３ 
これからのエ

ネルギー変換
の技術 
(p188-191) 

①エネルギー変換の技術
の学習をふり返ろう 

②エネルギー変換の技術
と私たちの未来 

知 
・エネルギー変換の技術を利用することで実現される持続
可能な社会を説明することができる。 

思 

・持続可能な社会を実現するために，エネルギー変換の技
術を評価し，適切な管理・運用の仕方や改良の方向性につ
いて考えることができる。 

主 
・持続可能な社会の実現に向けて，今あるエネルギー変換
の技術を工夫して活用したり，新たなエネルギー変換の技

術を創造したりしようとしている。 

 


